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8．Slow　Dynamic　ECTにより診断し得たびまん性汎細

　気管支炎の一例
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　症例，69歳男性．主訴，咳噸，喀疾，呼吸困難．幼時

より副鼻腔炎があり，子供はない．現病歴，5～6年前

より咳漱，喀疲あり，2か月前より呼吸困難出現し当科

紹介．入院時37．8°Cの発熱があったが，抗生剤投与に

より改善．耳鼻咽喉科では副鼻腔炎と両鼻腔から上咽頭

まで及ぶpolypを指摘され，鼻茸切除術施行．血液検

査では白血球数増加，血沈充進．生化学検査では特に異

常認めず，血液ガスではPaO2の低下．肺機能検査では，

混合性換気障害を呈した．胸部写真上，両肺下野にびま

ん性に散布する小粒状影，粟粒陰影がみられた．胸部

CTでも両肺下野にびまん性小粒状影がみられた．　Slow

Dynamic　ECTにより気道粘液線毛輸送機構を測定した．

粒子径0．5μの99mTcミリマイクロスフェアアルブミ

ン20mCiをネブライザーで10分間吸入させ，肺内に約

3mCi沈着させてエアロゾル吸入シンチグラムを得た．

検出器は2分間で1回転とし，反復連続回転で88分間測

定した．両肺上，中，下野それぞれの前，中，後部およ

び気管のactivityのクリアランスについて測定した結果，

両肺全野においてT1／2の延長が認められ，粘液線毛輸

送機構の障害がみられた．Planar　imageでは肺野と肺

門のhot　spotを分離するのが困難であったが，われわ

れの開発した本法は，別々にクリアランスを測定でき，

定量的把握に役立つと考える．

　本例では細気管支電顕像にて，線毛運動に不可欠な

dynein　armの欠如がみられ，このため線毛運動が障害

されたと考える．また，本例は不妊症もあり，Immotile

cilia症候群に属すると思われる．

9．肺血流シンチにみられるstripe　signについて
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　肺血流シンチグラムにおけるstripe　signは1982年

に，Sostman，　Gottschalkによって初めて記載された

（Radiology，142，737－741）．彼らは，このsignを示す

血流欠損は肺塞栓によるものではないと考え，この診断

基準を加えることによリ，肺換気血流シンチグラムによ

る肺塞栓症の診断能が向上することを報告した．しかし，

彼らが施行した133Xeを用いた換気シンチでは，一定の

傾向を示さなかったため，どのような病変がこのstripe

signを示すのか，必ずしも明らかになっていない，

　そこで，われわれは重なりのない断層像が得られるX

線CTと，13Nを使ったポジトロンCTを用いてstripe

signを示す肺領域の形態異常と換気異常を検討した．

　対象は，6症例11領域であり，全例においてポジトロ

ンCTを施行し，　X線CTは4例において施行した．

　ポジトロンCTでは，再呼吸を繰り返した後の平衡

像（EQ像）で，11領域中10領域に肺内層主体のmultiple

defectsやlow　activityがみられ，1領域では区域性の

10w　activityを示した．また，洗い出し像（Wo像）では，

7領域で不規則な，また1領域で区域性の洗い出しの遅

れがみられたが，3領域では，air　trappingを示さなか

った．

　X線CTを施行した4例7領域のすべてにおいて，

肺内層主体のlow　densityと肺血管影の細小化がみられ，

Goddardらによって記載された中心型肺気腫と一致し

た．

　以上より，肺血流シンチにおけるstripe　signと中心

型肺気腫の密接な関係が示唆された．

10・コロイド肝シンチグラムでびまん性肺集積を呈

　　した11例について
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成人においてコロイド肝シンチグラムで肺描出を認め

た場合，予後不良の指標と考える報告が多い．今回われ

われは小児において肺集積を呈した11例について他の
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